
2章：複素数平面 1：極形式

1.3 極形式

37 2つの複素数を z = 2(1 + i), w = 4(1 +
√
3i) とする。このとき

zw = , arg(zw) =

である。ただし 0 < arg(zw) < 2π とする。 （北海道工業大）

38 2つの複素数 z = 1 + i，w = 1 +
√
3iに対し，複素数 w

z
の絶対値は

であり，偏角は である。 （東邦大）

複素数平面上で，0でない複素数 z の表す点を Pとし，OPの長さを r（絶対値），
半直線 OPと実軸の正の部分とのなす角を θ（偏角）とすると

z = r(cos θ + i sin θ)

と表すことができます。このように表したものを複素数 z の極形式といいます。

z の偏角は arg z で表され，その 1つを θ とすると

x

y

OO

P(z)

r

θ

arg z = θ + 2nπ（n は整数）
と表されます。偏角には次のような性質があります。

arg (zw) = arg z + argw · · · · · · 1⃝

arg

(
z
w

)
= arg z − argw · · · · · · 2⃝

37 絶対値の性質 (iii)と偏角の性質 1⃝を使います。

38 絶対値の性質 (iii)と偏角の性質 2⃝を使います。
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37 z = 2
√
2
{
cos

(
π
4

+ 2lπ
)
+ i sin

(
π
4

+ 2lπ
)}

（lは整数）

w = 8
{
cos

(
π
3

+ 2mπ
)
+ i sin

(
π
3

+ 2mπ
)}

（mは整数）

よって

zw = z w = 2
√
2× 8 = 16

√
2

arg (zw) = arg z + argw =
(
π
4

+ 2lπ
)
+

(
π
3

+ 2mπ
)

= 7
12

π + 2(l +m)π

0 < arg(zw) < 2π より arg(zw) = 7
12

π

38 z =
√
2
{
cos

(
π
4

+ 2lπ
)
+ i sin

(
π
4

+ 2lπ
)}

（lは整数）

w = 2
{
cos

(
π
3

+ 2mπ
)
+ i sin

(
π
3

+ 2mπ
)}

（mは整数）

よって

w
z

=
w

z
= 2√

2
=

√
2

arg w
z

= argw − arg z =
(
π
3

+ 2mπ
)
−

(
π
4

+ 2lπ
)

= π
12

+ 2(m− l)π

= π
12

+ 2nπ （nは整数）
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